
　中学生校外活動支援制度は、中学生の校外活動の際、小児運賃で乗車できるも
のです。交通費の負担が大きいという保護者からの声を受
け、公明党市議団が子育て・青少年施策として提案し、2
年度に始まりました。利用者は右肩上がりで、6 年度は延
べ5万人を超える利用が見込まれています。
　教員から「保護者へ校外活動を提案しやすくなった」等
の声が寄せられているとの局長答弁のように、市民のニー
ズにマッチした意義ある制度であり、この制度を継続させ
ることを求めました。

　公明党が「子育て応援トータルプラン」で
提唱した「子ども誰でも通園制度」が、令和8
年度に全国の自治体での実施が義務化され
ますが、横浜市では既に 6 年度から試行的
事業を実施しています。本格実施に向けた現
在の準備状況を質問しました。
　市長からは、「7 年度から事業実施する際
の認可基準の策定を進めています。また全国
一律の予約システムの本市での運用方法を検討しており、さらに8年度の本格実施
に向けて、市民や事業者の皆様に対して、事業の趣旨や制度等を広く周知してまい
ります。」（趣旨）との答弁を得ました。

横浜市会ニュース  
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公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所 所長

横浜市会議員

仁田まさとし 検索
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令和7年度第1回定例会報告令和7年度第1回定例会報告

■「こども誰でも通園制度」実施のための条例の制定
議案関連質疑

■中学生の校外活動を支援～地下鉄割引制度の継続を

　脱炭素化の取組として、全国的にもＥＶバスが普及しており、市交通局では、4両の電気バス（以下ＥＶバス）
の試行導入を目指すとしています。
　試行導入にむけての検証内容を問い、交通局長から、「特に動力源であるバッテリーについては、クーラー
の使用により最も負荷がかかる真夏の走行距離や寿命等を検証し、問題があればメーカーと共有し、改善に
つなげていくことが重要」と答弁がありました。
　そこで、課題解決のために、2つの対策事例を紹介しました。東京都大田区で運行されているＥＶバスでは、
天井に遮熱シートを張り、冷房効率をあげることで夏場の走行距離を延ばす対策を試行しており、予算質疑を

前に乗車をして確認しました。また、可視光透過率 70％の
遮熱効果を持つフィルムを電気自動車のウインドウに貼る
ことで、バッテリー残量が20％弱改善された（メーカー調
べ）との報告もあります。
　この様な工夫を検討するなど、安定的な運行に向けて執
念をもって取組むべきと主張しました。
　今後とも、バス事業の脱炭素化に取組みます。

■市営交通バス事業の脱炭素の取組み

交通局の予算審査

中学生郊外活動支援運賃制度利用実績
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生命と暮らしをまもる生命と暮らしをまもる防災・減災の政策がカタチに！防災・減災の政策がカタチに！防災・減災の政策がカタチに！

公明党市議団がいち早く取り組んできた、様々な提案が施策として実現しました。

路面化空洞調査車両を視察（平成24年６月20日）

※65歳、及び60歳以上65歳未満で一定の障がいを有する方を対象（※65歳以上の方は、経過措置として5歳年齢ごとを対象）

ハード・ソフト両面からさらなる地震防災力の強化を

令和７年度予算成立

●全国初となる「ＴＫＢユニット」
　ＴＫＢユニット（トイ
レ・キッチン・ベッド）に
よる災害対応を開始。トイ
レトレーラー（５台）、キッ
チンカー（１台）、簡易ベッ
ド（300台）を導入した運
用が検討されます。

●新しい防災備蓄品の配備
　避難者を対象に、衛生用品、栄養補助食・飲料、
パーティション、寝具を配備。高齢者・障がい者に
は介護食・きざみ食を備蓄します。
●流通備蓄により備蓄飲料が大幅に拡充
　発災時に、市と提携する民間事業者の流通在庫を
避難所に供給し、飲食料や生活必需品を確保します
（２食×１日分を３食×３日分に拡充）。

　横浜市では、東日本大震災を契機に、公明党の提案を受
け、平成25年度から、緊急輸送路や幹線道路を中心とし
た本格的な路面下空洞調査を実施しています。毎年、約
100キロメートルの調査を行い、年間50か所程度の空
洞を発見し、事故を未然に防いできました。１月に埼玉県
八潮市で発生した事故を受けて、さらなる調査の強化を
求めた結果、調査周期の短縮や、調査範囲の拡大などによ
る下水道起因への対策強化を図る方針が示されました。

●浄水器による飲料水の確保
　不測の事態に備えて、プールなどの水
源を飲料水
に活用でき
る浄水器が
試行的に導
入されます。

●上瀬谷地区に方面備蓄庫を新設
　本市最大の方
面別備蓄庫の整
備と、再編によ
る物資輸送の全
体最適化を進め
ます。（５年間で
完了）

道路陥没を未然に防ぐ取組みを強化道路陥没を未然に防ぐ取組みを強化

〔市資料より〕〔市資料より〕

帯状疱疹ワクチンの定期接種がカタチに！ ６月から対象者への個別通知を開始
●生ワクチン（1回接種）……………………4千円の自己負担
●組み換えワクチン（2回接種）…………1回１万円の自己負担
  《接種費用の半額程度の費用助成となり、住民税非課税世帯の方などは、自己負担を免除》

〔イメージ〕〔イメージ〕 〔イメージ〕〔イメージ〕



　
　
　
　
　
　  

『
投
票
所
の
立
会
人
・
従
事
者
へ

の
学
生
起
用
』

　 

久
保
　
和
弘
（
瀬
谷
区
選
出
）

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
立
会
人
や
従

事
者
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
が
投
票
所
の
選
挙
事
務
に
従

事
す
る
機
会
を
拡
大
し
て
い
く
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
は
、「
高
校
生
や
大
学
生
が
投
票
所
に
従

事
す
る
こ
と
は
、地
域
の
皆
さ

ま
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
、

将
来
を
担
う
若
い
世
代
が
選

挙
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
、大
変
有
効
な
方
策
で

あ
り
、今
年
の
夏
の
選
挙
に
向

け
、
取
組
を
広
げ
て
い
き
た

い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　　横浜市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市で構成される、

「公明党５大市政策研究会」は、国土交通大臣に対して、人口

が集中する都市での対策は重要として防災・減災に関する

要望書を提出し、老朽化するインフラへの適切な対応を求め

ました。下水事業へ

の支援強化、住宅

の耐震化、密集市

街地の災害対策な

ども要望し、中野国

交相は「しっかり対

策していく」と応じ

ました。
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■横浜美術館がリニューアルオープン！■横浜美術館がリニューアルオープン！

■ピンクシャツデー 2025
　いじめや差別のない社会を
■ピンクシャツデー 2025
　いじめや差別のない社会を
　　現在は約１８０の国や地域に広がっているピンクシャツ

デーキャンペーンは、カナダで生まれたいじめ反対運動で

す。２月２０日の市

会本会議では、全

員がピンク色の

ものを身に着け

て審議に臨み、

「いじめのない社

会」の実現を決意

しあいました。

　　広くて明るい広場のようなグランドギャラリーがある横

浜美術館では、リニューアルオープン記念展の「おかえり、

ヨコハマ」として開催

されています。大規

模改修により、長らく

休館していた当館。

新たな出会いと体験

の場として、また横

浜発の芸術・文化の

発信拠点としての期

待が高まります。

政務活動最前線政務活動最前線政務活動最前線

■国交省に下水の老朽化対策を求める■国交省に下水の老朽化対策を求める
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『
新
た
な
市
営
斎
場
の
整
備
』

　 

尾
崎
　
太
（
鶴
見
区
選
出
）

　

増
え
続
け
る
火
葬
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
鶴
見
区
で
は
市
内
で
５
か

所
目
と
な
る
東
部
方
面
斎
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、こ
れ
ま
で
斎
場
前
面
道
路
の
利
便
性
向
上
に
向

け
て
、交
差
点
改
良
な
ど
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
質
疑
で
は
、来
場
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、神

奈
川
県
警
よ
り
鶴
見
区
方
面

か
ら
の
右
折
レ
ー
ン
の
設
置

が
認
め
ら
れ
た
事
が
明
ら
か

に
な
り
、
令
和
９
年
３
月
の
供

用
開
始
に
向
け
た
着
実
な
整

備
の
推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

 

　
　
　
　   『
通
級
指
導
教
室
の
充
実
』

　 

行
田
　
朝
仁
（
青
葉
区
選
出
）

　
特
別
な
配
慮
や
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
達

へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
通
級
指
導
教
室
を
小
・
中
、
小
学
校
中
学

校
１
校
ず
つ
増
設
し
、
自
ら
の
学
校
内
で
通
級
指
導
が
受

け
ら
れ
る
『
校
内
通
級
』
を
、
新
た
に
試
行
実
施
す
る
。通

学
や
保
護
者
付
添
い
の
負
担
軽
減
、
在
籍
校
と
通
級
教
員

の
連
携
強
化
等
を
図
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。安
心
へ
の
取

組
み
が
進
み
ま
す
。

教
育
委
員
会

　
　
　 

『
総
合
的
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
を
』

　 

木
内
　
秀
一（
旭
区
選
出
）

　
「
当
事
者
や
医
療
関
係
者
の
意
見
を

踏
ま
え
、
総
合
的
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

を
進
め
る
べ
き
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、「
近
年
増
加
し
て
い
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
、
本
市
全
体
の
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
の
均
て
ん
化
、
災

害
時
の
対
応
等
の
多
岐
に
渡
る
課
題
が
あ
り
、
関
係
局
も

複
数
に
ま
た
が
っ
て
い
る

が
、
そ
の
対
策
の
推
進
に

は
、
患
者
、
当
事
者
団
体
、

医
療
関
係
者
な
ど
か
ら
の

ご
意
見
等
も
十
分
に
踏
ま

え
、組
織
の
垣
根
を
超
え
た

連
携
で
し
っ
か
り
と
推
進
す

る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

医
療
局

　
　
　
　
視
聴  

『
視
聴
覚
検
診
事
業
に
目
の
屈
折

検
査
導
入
を
推
進
』　 

　
　
安
西
　
英
俊 

（
港
南
区
選
出
）

　

こ
ど
も
の
弱
視
等
の
早
期
発
見
と

治
療
に
結
び
付
け
る
た
め
に
、
公
明
党
は
、
３
歳
児
健

康
診
査
に
目
の
屈
折
検
査
を
導
入
す
る
よ
う
、
以
前
か

ら
要
望
し
て
き
て
お
り
、
７
年
度
予
算
案
で
示
さ
れ
た

９
月
か
ら
６
区
で
屈
折
検
査
を
試
行
的
に
実
施
す
る
た

め
の
モ
デ
ル
区
選
定
の
考
え
方
を
伺
い
ま
し
た
。

　

局
長
は
、「
様
々
な
規
模
の
区
や
会
場
の
状
況
が
異

な
る
区
を
選
定
し
、
健
診
が

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
検

証
す
る
」
と
答
弁
し
、
全
区

で
の
屈
折

検
査
の
早

期
に
よ
る

実
施
を
要

望
し
ま
し

た
。

こ
ど
も
青
少
年
局

　
　
　 

『
中
小
企
業
支
援
策
の
情
報
発
信
』

　 

武
田
　
勝
久
（
磯
子
区
選
出
）

　

中
小
企
業
が
必
要
と
す
る
支
援
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
得
ら
れ
る
よ
う
、

国
の
方
で
は
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
活
用
す
る
等
の
改
善

が
図
ら
れ
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、
国
の
支
援
施
策
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
う
べ
き
と
質
問
し

ま
し
た
。

　

局
長
よ
り
「
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る

ほ
か
、
市
と
し
て
も
国
の
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
広
く
活
用

し
て
い
く
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
局

　
　
　
　     

『
公
園
遊
具
の
管
理
・
更
新
』

　 

望
月
　
康
弘
（
港
北
区
選
出
）

　

公
園
の
遊
具
の
適
切
な
管
理
・
更
新

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

局
長
は
、
年
４
回
の
定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
、
不

具
合
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
補
修
や
部
品
交

換
な
ど
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
遊
具
の
点
検
結
果
や

劣
化
状
況
等
に
応
じ
て
、
よ
り
安

全
で
魅
力
的
な
遊
具
へ
の
更
新
も

進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
取

組
を
加
速
し
、
６
年
度
の
約
２
倍

の
遊
具
等
の
改
修
や
更
新
を
予

定
し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

み
ど
り
環
境
局

   

『
G
R
E
E
N
×
E
X
P
O 

2
0
2
7

と
ま
ち
づ
く
り
』

　 

髙
橋
　
正
治
（
緑
区
選
出
）

　
上
瀬
谷
の
景
観
・
地
形
を
生
か
し
た
会
場
と
公
園
整
備

の
方
向
性
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
等
は
、「
上
瀬
谷
の
特
色
で
あ
る
、
相
沢
川
の
谷

戸
地
形
や
和
泉
川
の
源
流
部
な
ど
を
生
か
し
た
景
観
を
創

出
す
る
こ
と
、
地
域
の
自
然
や
資
本
を
生
か
し
な
が
ら

G
R
E
E
N
×
E
X
P
O
を
開
催
し
、
将
来
の
公
園
で
し

っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
歴
史
友
好
・
平
和
の
象
徴
と
し
て
、

将
来
の
横
浜
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
」（
趣
旨
）と
答
弁
し
ま
し
た
。

脱
炭
素・Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ×

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
推
進
局　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　   

『
指
定
管
理
者
制
度
の
制
度
見
直
し
を
』

　 

市
来
　
栄
美
子
（
都
筑
区
選
出
）

　

指
定
管
理
施
設
の
規
模
が
様
々
あ
る

中
で
、小
規
模
な
施
設
も
、規
模
の
大
き

い
施
設
と
同
額
の
修
繕
金
額
の
設
定
が
さ
れ
て
い
る
た

め
「
施
設
の
規
模
に
応
じ
た
修
繕
費
を
設
定
す
べ
き
」
と

訴
え
ま
し
た
。ま
た
、「
施
設
で
働
く
職
員
の
賃
金
に
つ
い

て
は
、
適
正
な
水
準
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
制
度
を
見
直

す
べ
き
」と
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、「
指
摘
の
と
お
り
、よ
り
実
態
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
、
物
価
上
昇
も
踏
ま
え
た
賃
金
の
上
昇
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
労
働
環
境
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
、７
年
度
中
に『
賃
金
水
準
ス
ラ
イ
ド

の
手
引
き
』を
改
正
し
て
い
く
」と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

政
策
経
営
局

〔パース予想図〕〔パース予想図〕
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